
ここ数年，マルチメディア教材の開発が進めら

れ，教育現場への普及が加速している。しかし，

こうした状況にもかかわらず，マルチメディア教

材が実際に授業で活用されている例はおそらくあ

まり多くないだろう。

その背景には，マルチメディア教材が扱いにく

い，または授業との融合が難しいなどの理由があ

るのではないだろうか。

このことをふまえて，今回制作したパワーポイ

ントCD-ROM 教材（以下PP教材）は次の目的

を中枢に置いている。それは，誰にでも簡単に授

業で活用でき，便利であり，しかも効果的な学習

を実現するものであるということである。

以下，この教材の特色と副教材としての活用法

について，紹介したい。

音声とリンクの豊富さで学習効果アップ

このPP教材の特徴は，大きく次の２点にまと

めることができる。１点目は，音声を最大限に取

り入れたことである。効果的な外国語学習は，音

声と切り離しては考えられない。よって，単語一

覧，各単語，１ページ全体の本文，各英文のスラ

イド全てにおいて音声を融合させた。

２点目は，学習効果を高めるためのリンクやボ

タン機能の活用である。これらを利用することに

より，単語，語句，本文，文法，表現，音声，構

文，練習問題の全ての重要な学習要素を相互に関

連させながら授業を展開することができるように

した。クリック1つで瞬時に目的のスライドに移

動することができる点は，非常に優れている。

授業では，教諭が一方的な解説に終始するので

なく，常に生徒に質問しながらスライドを展開で

きる。予習を前提とする授業のほうが，これを実

行しやすいだろう。ただし，教諭が説明する際に

は，生徒をきちんと前に向かせることが重要であ

る。後にメモを取る時間を与えれば，生徒は集中

する。

さまざまな機能でスムーズな授業展開

このPP教材の全体の構成については18ページ

をご覧いただくとして，ここでは特に工夫した点

についてのみ述べたい。

①スムーズな単語指導ができる

各単語スライドを作成し，単語一覧スライドと

リンクさせた。ここでは，発音記号，意味，例文

等も載せてあるので，音声を利用しながら単語学

習を促進することが可能である。

②一文一文について確認しながら授業ができる

各英文スライドにより，英文ごとに焦点をあて

ながら授業を展開することができる。音声と日本

語訳を表示するほか，文法，構文，語句，重要表

現スライドへ移動するリンクを作成した。

③いつでも新出単語の確認ができる

各英文スライドにおいても，新出単語にリンク

を張ったので，適宜単語の意味等を確認すること

ができる。

副教材としての 教材活用法

最後に，このPP教材を使って，副教材を作成

する活用法について紹介する。
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①資料集として

本文に登場する登場人物，団体等についてのス

ライドが作成されており，資料集としての役割も

果たす。もちろん，その情報を印刷して生徒に配

布することもできる。

②インターネットと併用して

インターネットを利用すれば，テーマについて

追加情報を検索できる。例えば，Lesson 1では，

登場人物のウェブアドレスを紹介しているので，

実際にホームページにアクセスしてみるのも良

い。

③プリント教材として

このPP教材さえあれば，簡単にプリント教材

を作成し，学習をサポートすることができる。例

えば，スライド上の説明文を利用して，重点項目

をプリントにまとめ，生徒に配布する。または，

スライド上の例文を練習問題に応用する。どちら

も，活用したい情報をコピーし，新文書にペース

トするだけで，効率よくプリントを作成すること

ができる（プリント例１，２，３を参照）。

例１ 語句・構文確認プリント（復習用）

語句・構文スライド上の例文のデータを加工す

ることで，穴埋め問題を作成することができる。

これで前時の学習項目の定着度が確認できる。

例２ 内容把握プリント（予習用）

Points in Readingの問題データを利用し，内

容理解度をはかるプリントが作成できる。

例３ 単語確認プリント（予習・復習用）

単語スライド上の定義データを利用して，単語

の英文定義を問う問題が作成できる。

④生徒の自主学習教材として

生徒の自主学習教材としても活用できる。コン

ピュータ室で，各生徒のコンピュータに接続し，

復習として教科書の本文以降の問題に取り組ませ

る方法もある。

＊

マルチメディア教材が，英語学習を効果的にす

る強力な手段になりうることは言うまでもない。

今後は，マルチメディア教材を学校現場でどのよ

うに取り入れていくかが課題である。このCD-

ROM 教材が１人でも多くの教諭に活用され，英

語学習の手だてとなることを願う。
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